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本計画のねらい本計画のねらい目　次目　次
　かねてから取り組んできた空き家対策に引き続き、平成 31 年度に、災害時について事前

にできる対策を学区全体で検討する、防災まちづくりの取り組みに着手しました。３年間

の取り組みを通し、梅屋学区には災害時の避難、救助活動の困難が懸念される幅の狭い路

や袋路がある一方で、自治連合協議会や自主防災会をはじめ、地域の活動や行事が活発に

行われ、学区としてのつながりやまとまりがあり、近くには救護活動の拠点となる日赤病

院や指定避難所の梅屋広場もあるという強みも改めて確認できました。

　今後はこうした強みを活かして、災害に備えたまちづくりを進めていきたいと考えてい

ます。本計画はそのための土台となるものです。

　梅屋学区は、平安時代、貴族の大邸宅

が多くあり、なかでも、藤原摂関家の邸

宅であった高陽院（かやのいん）があっ

た由緒ある地域です。安土・桃山時代には、

豊臣秀吉が京都の町を改造し、その一環

として、南北に通じる衣棚通・釜座通・

小川通などの道路が新しく造られ、現在

の中京区の原形ができました。因みに、

梅屋の由来は、関白秀吉が愛でた梅屋敷

の跡地に小学校が建てられたため梅屋と

呼ばれるようになったとのことです。

（中京区役所ウェブサイトより）
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（2020年
国勢調査）

人口 3,390人　　世帯数　1,815世帯
（住民基本台帳・令和4年 1月 1日時点）

町内数 29ヶ町　町内会加入数 874世帯

日赤病院の屋上から梅屋学区を望む日赤病院の屋上から梅屋学区を望む
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学区の被害想定学区の被害想定 地震のハザードマップ地震のハザードマップ
　花折断層地震が起こると、梅屋学区では震度6強、

一部地域では震度7の揺れが予想されています。

　ハザードマップや想定被害を確認しておきましょう。

「水害ハザードマップ」「水害ハザードマップ」
はコチラはコチラ

【京都市防災【京都市防災
ポータルサイト】よりポータルサイト】より

『京都市地震ハザードマップ（中京区版）』から梅屋学区を抜粋し、学区境界・交番を追記しています。

…学区境界

交番交番

⽇⾚病院⽇⾚病院⽇⾚病院⽇⾚病院

梅屋学区

上京消防署上京消防署上京消防署上京消防署

丸太町交番丸太町交番丸太町交番丸太町交番

⼆城殿交番⼆城殿交番⼆城殿交番⼆城殿交番

（平成 15年京都市公表）
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　この「防災マップ」は、令和元年度から令和 3 年度にかけて実施

した、防災まちあるきやワークショップの結果をもとにまとめたも

のです。ハザードマップとともに、地域の集合場所や避難場所など、

防災上の資源や課題を確認しておきましょう。 AED

AED AED

AED

AED

AED

AED

AED

防災用ポンプ

（避難所用）

防災機材庫

梅屋広場

フレスコ丸太町店フレスコ丸太町店

日本共産党日本共産党
京都府委員会京都府委員会

宮本歯科宮本歯科

AED

小笹歯科小笹歯科

御所南マリアヴィラ御所南マリアヴィラ

AED

こぐま保育園こぐま保育園
はやせ歯科医院はやせ歯科医院

小石医院小石医院
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防火水槽

AED
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滋賀銀行丸太町支店滋賀銀行丸太町支店

川口歯科医院川口歯科医院川口歯科医院

日本共産党
京都府委員会

宮本歯科 小笹歯科

御所南マリアヴィラ

こぐま保育園
はやせ歯科医院

小石医院

滋賀銀行丸太町支店



お向かいとお隣が同じ町内であり、門掃きをす
るときにも挨拶を交わす伝統ある学区です。／
向う三軒両隣の隣組の助け合いが生きている京
の風情があります。／人と人とのつながりが強
く、新しく転入してくる人をあたたかく迎えて
くださる学区だと思います。／古くから居住さ
れている方も多く、安心と信頼がある。そのた
め団結力も強いと思います。

・7・・6・

毎年実施される総合防災訓練では、学ぶこ
とも多く、意識を高める良い機会です。／
感染症が流行している時に災害が起こった
場合の避難対策を早急に考える必要があり
そうです。／もしものとき、持ち物は何が
必要かを改めて考えておきたいと思います。

木造の建物が多いので、地震火災の不安があ
ります。／玄関先に消火バケツを置く習慣を
守っていきたい。／町内の消火器があちこち
にあって安心。定期的に点検が必要です。／
梅屋広場に防災用のポンプができて心強い。

ご近所の方が、日頃から色々と心配して助けてください
ます。／「梅屋社協だより」のおかげで明るい刺激をい
ただいています。／マンションが増えてきて交流があま
り進まず、コミュニケーション不足になっていると思い
ます。

細い路地が多く、ブロック塀の倒壊などで避難路が
ふさがれてしまわないか気になります。／実際に地
震に直面した時、冷静に避難できるかどうか心配で
す。／行き止まりの路地が多いので、道がふさがれ
ると逃げ場がないのが不安です。

住 み よ い 梅住 み よ い 梅 屋
まちの良さを残しながら、延焼を抑え、まちの良さを残しながら、延焼を抑え、

避難や救助がしやすい環境づくり避難や救助がしやすい環境づくり

住 み よ い 梅住 み よ い 梅 屋
まちの良さを残しながら、延焼を抑え、まちの良さを残しながら、延焼を抑え、

避難や救助がしやすい環境づくり避難や救助がしやすい環境づくり

こんなご意見がありましたこんなご意見がありました

こんなご意見がありましたこんなご意見がありました

こんなご意見がありましたこんなご意見がありました

こんなご意見がありました

こんなご意見がありましたこんなご意見がありました

　学区の全世帯を対象に実施した防災まちづくりアンケートをはじめ、　学区の全世帯を対象に実施した防災まちづくりアンケートをはじめ、

自主防災部長による防災まちあるきやワークショップ、総合防災訓練参自主防災部長による防災まちあるきやワークショップ、総合防災訓練参

加者の声などをふまえ、まちづくりの目標と方針を定めました。具体的加者の声などをふまえ、まちづくりの目標と方針を定めました。具体的

な取り組みについては、次ページ以降に示しています。な取り組みについては、次ページ以降に示しています。

防災まちづくりの目標と方針防災まちづくりの目標と方針

とも多く、意識を高める良い
感染症が流行している時に災
場合の避難対策を早急に考え
そうです。／もしものとき、持
必要かを改めて考えておきたい

あ
を
ち
／
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【対応策】各町内が適切に消火器を管理するしくみとして、各町内が適切に消火器を管理するしくみとして、
設置・更新の一連の流れを示した「チェックシート」を作設置・更新の一連の流れを示した「チェックシート」を作
成し、町内会長に配布します。またその手順が確実に継承成し、町内会長に配布します。またその手順が確実に継承
されるため、「引き継ぎシート」もあわせて作成・配布します。されるため、「引き継ぎシート」もあわせて作成・配布します。

【対応策】学区では、消火バケツを含む「防災備品一覧表」学区では、消火バケツを含む「防災備品一覧表」
を用意しています。今後も多くの世帯が防火資源を確保してを用意しています。今後も多くの世帯が防火資源を確保して
いく機運づくりを醸成していきます。また家庭用の消火器にいく機運づくりを醸成していきます。また家庭用の消火器に
ついても、町内での共同購入・更新のしくみを検討します。ついても、町内での共同購入・更新のしくみを検討します。
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学区全体の初期消火能力を高める学区全体の初期消火能力を高める

2-3. 各世帯の防火資源を確保・維持する2-3. 各世帯の防火資源を確保・維持する
　　機運づくり　　機運づくり

2-1. 消火器の設置と更新のしくみづくり2-1. 消火器の設置と更新のしくみづくり

火災の燃え広がりの原因をなくす火災の燃え広がりの原因をなくす方針方針

１
方針方針

２

【課題】地震時の延焼を抑えるためには、何より初期消火が重要です。
町内の各所には消火器が配置されていますが、それらが常に使用可
能な状態に保たれていることが不可欠です。

【課題】梅屋学区には、玄関先に消火バケツを置いている世帯も数多く見ら
れます。水を貯めたバケツは初期消火に役立つだけでなく、防災意識を保つ
上でも有効なため、消火バケツ等の防火資源を確保・維持する必要があります。

【対応策】各町内は、消火器の所在を「消火器マップ」に示し、各町内は、消火器の所在を「消火器マップ」に示し、
各世帯に定期的に配布します。学区としても、回覧板や社各世帯に定期的に配布します。学区としても、回覧板や社
協だよりなどを通して啓発活動を積極的にすすめます。ま協だよりなどを通して啓発活動を積極的にすすめます。ま
た、消防団と連携した消火訓練等の実施を検討します。た、消防団と連携した消火訓練等の実施を検討します。

2-2. 消火器の所在・使い方を周知する機会づくり2-2. 消火器の所在・使い方を周知する機会づくり
【課題】初期消火を確実に行うためには、ひとりでも多くの住民が所
在や使い方を知っておくことが必要です。また、所在や使い方は、
定期的に知る機会を持つことが重要となります。

課題と対応策

1-1. 空家を定期的に確認・把握するためのしくみづくり1-1. 空家を定期的に確認・把握するためのしくみづくり

【対応策】各町内で定期的に空家の状況を確認・把握するた各町内で定期的に空家の状況を確認・把握するた
め、「チェックシート」を作成し、町内会長に配布します。め、「チェックシート」を作成し、町内会長に配布します。
また町内会長の仕事を確実に引き継ぐため、「引き継ぎシーまた町内会長の仕事を確実に引き継ぐため、「引き継ぎシー
ト」もあわせて作成・配布します。ト」もあわせて作成・配布します。

【課題】管理の行き届かない空家は防犯・景観上の問題となるだけで
なく、災害時の避難・救助の妨げや二次被害の拡大につながります。
日頃から空家の情報を地域で把握し、見守るしくみが求められます。

1-2. 路地内の整理整頓で燃え広がりを抑える機運づくり1-2. 路地内の整理整頓で燃え広がりを抑える機運づくり

【対応策】火災の燃え広がりを抑えるため、路地空間の整理火災の燃え広がりを抑えるため、路地空間の整理
整頓に努めます。また物の置き方の工夫などを、「梅屋・防整頓に努めます。また物の置き方の工夫などを、「梅屋・防
災の心得」として回覧板や社協だよりなどを通して広報し災の心得」として回覧板や社協だよりなどを通して広報し
ます。ます。

【課題】路地は、近隣同士のコミュニケーションの場として、また車
の通過しない安全な遊び場として大切な空間ですが、物の置き方次
第では延焼を拡大することにもなりかねません。

1-3. 建物の適切な維持管理や耐震・防火改修など安全な1-3. 建物の適切な維持管理や耐震・防火改修など安全な
住まいづくり住まいづくり

【対応策】一人一人が住まいの安全確保に努めます。また安一人一人が住まいの安全確保に努めます。また安
全な住まい方を考えるための情報や、市の制度や手続き、全な住まい方を考えるための情報や、市の制度や手続き、
事例等の情報を、回覧板や社協だよりなどを通して周知を事例等の情報を、回覧板や社協だよりなどを通して周知を
図ります。図ります。

【課題】古い木造の家屋が建て詰まっているところでは、火災の延焼
の危険がより高くなります。また、特に旧耐震基準で建てられた建
物（昭和56年5月以前築など）は、地震による倒壊の恐れがあります。

課題と対応策

イメージ
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した、防災まちあるきやワークショップの結果をもとにまとめたも
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3-3. 地域外から来られた方への避難情報の提供3-3. 地域外から来られた方への避難情報の提供

・11・・10・

適切な避難情報を発信・共有する適切な避難情報を発信・共有する

【対応策】地域の集合場所から、各町の「旗」を目印として、地域の集合場所から、各町の「旗」を目印として、
町内会ごとに避難することを原則とします。また、集合場町内会ごとに避難することを原則とします。また、集合場
所は変更される場合もあるため、各町内で確認が行き届く所は変更される場合もあるため、各町内で確認が行き届く
よう「引き継ぎシート」を作成・配布します。よう「引き継ぎシート」を作成・配布します。

【対応策】地域外から来られた方に向けた避難情報として、地域外から来られた方に向けた避難情報として、
商業施設や宿泊施設等の事業者に「防災マップ」を提供し商業施設や宿泊施設等の事業者に「防災マップ」を提供し
ます。ます。

【対応策】学区として、「防災マップ」を作成し、避難情報学区として、「防災マップ」を作成し、避難情報
の周知を図ります。また、通例の総合防災訓練の中に避難の周知を図ります。また、通例の総合防災訓練の中に避難
行動の留意事項などを伝達する機会を盛り込みます。行動の留意事項などを伝達する機会を盛り込みます。

3-2. 地震時の避難のあり方を学ぶ機会づくり3-2. 地震時の避難のあり方を学ぶ機会づくり

3-1. 地震時の地域の集合場所の周知・定着化3-1. 地震時の地域の集合場所の周知・定着化
【課題】地震後に避難所に向かう行動は、住民の安否を確認するため
にも地域の集合場所を経由することが推奨されます。なお、台風や
豪雨など、発災前の避難は個別に行うことが原則です。

【課題】地震時には、建物や電柱の倒壊、地面の亀裂などによって、
普段通行できる道が寸断される場合があります。

【課題】日中、梅屋学区には学区以外に住む人が大勢、滞在しています。
もしも地震が起こったら、このまちの地理に詳しくない人は、どこ
に避難すべきかわからず、混乱が生じる懸念があります。

方針方針

３ 有効な避難経路を確保・周知する有効な避難経路を確保・周知する

【対応策】もしものときに避難や救助の障害とならないよう、もしものときに避難や救助の障害とならないよう、
自転車や植木鉢などの置き方を工夫し、路地空間の整理整頓自転車や植木鉢などの置き方を工夫し、路地空間の整理整頓
に努めます。また、避難の際の注意点などを「梅屋・防災のに努めます。また、避難の際の注意点などを「梅屋・防災の
心得」として回覧板や社協だよりなどを通して広報します。心得」として回覧板や社協だよりなどを通して広報します。

4-1. 袋路からの避難に際する留意事項の周知4-1. 袋路からの避難に際する留意事項の周知
【課題】梅屋学区には、行き止まりとなっている袋路がいくつかみら
れます。防犯面では有利な面もある袋路ですが、災害時の閉じ込め
など避難の際には危険があります。

【対応策】袋路の行き止まりの向こうに駐車場や道路などが袋路の行き止まりの向こうに駐車場や道路などが
ある場合、避難用の扉を設けることで脱出が可能となりまある場合、避難用の扉を設けることで脱出が可能となりま
す。市の制度や手続き等を活かして、万一の時に開放できす。市の制度や手続き等を活かして、万一の時に開放でき
る扉の設置を促進します。る扉の設置を促進します。

4-2. 袋路の 2方向避難を確保する避難扉の設置促進4-2. 袋路の 2方向避難を確保する避難扉の設置促進
【課題】袋路の一方が建物の倒壊などによって閉ざされた場合、脱
出経路が必要となります。普段は行き止まりであったとしても、
もしものときには通り抜けができることが望まれます。

方針方針

４

課題と対応策 課題と対応策

（社協だより） （ニュースレター）

イメージ



要配慮者の見守りのしくみを作る要配慮者の見守りのしくみを作る

5-2. マンション建設時の事業者との協議・共有の5-2. マンション建設時の事業者との協議・共有の
　　しくみづくり　　しくみづくり

・13・・12・

【対応策】マンション、町内会と自治連合協議会、事業者がマンション、町内会と自治連合協議会、事業者が
協力関係を作るための「対応マニュアル」を用意します。協力関係を作るための「対応マニュアル」を用意します。
また町内で情報を継承できる「引き継ぎシート」も作成・また町内で情報を継承できる「引き継ぎシート」も作成・
配布します。配布します。

【課題】マンション入居者の中には、要配慮者となり得る人も増
えています。地域で把握するためにも、学区・町内と事業者と
の関係づくりはますます重要になっています。

方針方針

５ 住民どうしの絆づくりをすすめる住民どうしの絆づくりをすすめる

【対応策】5-25-2 で記載した「対応マニュアル」から要配慮者で記載した「対応マニュアル」から要配慮者
とのつながりづくりに取り組みます。そして、単身高齢者とのつながりづくりに取り組みます。そして、単身高齢者
などの要配慮者との恒常的なつながりを保つため、交流すなどの要配慮者との恒常的なつながりを保つため、交流す
る機会づくりを検討します。る機会づくりを検討します。

6-2. 災害時に助け合う平時からのつながりづくり6-2. 災害時に助け合う平時からのつながりづくり

【課題】要配慮者になり得る人の情報ほど、地域で把握すること
が難しいという現実があります。とりわけマンション住まいの
単身高齢者の孤立を防ぐことが必要です。

方針方針

６

【対応策】すべての住民が地域に関心を寄せ、共助の土台をすべての住民が地域に関心を寄せ、共助の土台を
育んでいくために、すこやかサロン、運動会、餅つき、夏育んでいくために、すこやかサロン、運動会、餅つき、夏
祭りなど、学区の魅力が伝わる行事をこれからも継続します。祭りなど、学区の魅力が伝わる行事をこれからも継続します。

【課題】梅屋学区では各種団体がたくさんの行事を開催していま
す。これら多様な行事が絆づくりにつながるため、参加者の増
加を促す手立ても求められています。

6-1. 地域の行事をきっかけとした防災まちづくり体制の6-1. 地域の行事をきっかけとした防災まちづくり体制の
強化強化

行
事
予
定

行
事
予
定

【対応策】自治連合協議会の支援を得て、防災まちづくり活自治連合協議会の支援を得て、防災まちづくり活
動チームと民生児童委員、消防分団、社会福祉協議会など動チームと民生児童委員、消防分団、社会福祉協議会など
見守り活動を担う主体との話し合いの場を設け、情報共有見守り活動を担う主体との話し合いの場を設け、情報共有
のあり方を継続的に検討します。のあり方を継続的に検討します。

5-1. 要配慮者の把握と情報共有の場づくり5-1. 要配慮者の把握と情報共有の場づくり

【課題】梅屋学区も高齢化・単身化が進んでいます。自力避難が
困難な人も増えています。要配慮者になり得る人の情報を、で
きるだけ地域で把握しておくことが望まれます。

課題と対応策 課題と対応策
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具体的な取り組みと役割分担具体的な取り組みと役割分担

・15・

●空家チェックポイントの

　検討やチェックシートな

　どの作成

●社協だよりなどへの「梅屋・

　防災の心得」の掲載など

　啓発活動の実施

方針方針

１
方針方針

２
方針方針

３
方針方針

４
方針方針

５
方針方針

６

●町内の消火器のチェック

　ポイントの検討やチェッ

　クシートなどの作成

●消火訓練等の企画や啓発

　活動の実施

●「防災備品一覧表」の作成・

　管理

●家庭用消火器の町内での

　共同購入などのしくみづ

　くりの検討

●「地域の集合場所」の引き

　継ぎシートの作成

●総合防災訓練の開催

●「防災マップ」の更新・提

　供

●社協だよりなどへの「梅屋・

　防災の心得」の掲載など

　啓発活動の実施

●要配慮者についての情報

　共有の場づくり

●マンション建設時の事業

　者への対応方法の検討や

　対応マニュアルなどの作

　成

●地域行事の開催

●マンションなどの事業者

　と要配慮者の情報を共有

　するための対応方法の検

　討や対応マニュアルの作

　成

●マンション住民との交流

　の機会づくり

学区全体の学区全体の

初期消火能力を高める初期消火能力を高める

火災の燃え広がりの火災の燃え広がりの

原因をなくす原因をなくす

適切な避難情報を適切な避難情報を

発信・共有する発信・共有する

有効な避難経路を有効な避難経路を

確保・周知する確保・周知する

要配慮者の見守りの要配慮者の見守りの

しくみを作るしくみを作る

住民どうしの住民どうしの

絆づくりをすすめる絆づくりをすすめる

●チェックシートなどを活

　用した空家の状況の確認

　や、学区への情報提供

●啓発活動への協力

●チェックシートなどを活

　用した町内の消火器の状

　況の確認や、学区への情

　報提供

●町内の「消火器マップ」の

　作成・配布

●消火訓練などへの参加の

　呼び掛け

●家庭用消火器の共同購入

　などの検討

●引き継ぎシートを活用し

　た「地域の集合場所」の

　状況の確認や、学区への

　情報提供

●総合防災訓練への参加の

　呼び掛け

●学区への町内の事業者な

　どの情報提供

●啓発活動への協力 ●マンションの建設計画な

　どの学区への情報提供

●対応マニュアルなどの運

　用

●地域行事への参加の呼び

　掛け

●事業者などの学区への情

　報提供

●対応マニュアルの運用

●所有する空家の適切な管

　理

●「梅屋・防災の心得」を参

　考に路地空間の整理整頓

●自宅の耐震診断・耐震改

　修やブロック塀などの安

　全対策

●町内の消火器の所在の確

　認

●消火訓練などへの参加

●家庭用消火器、消火バケ

　ツの設置

●「地域の集合場所」の確認

●総合防災訓練への参加

★学区から提供された「防

　災マップ」の掲示などの

　協力

●「梅屋・防災の心得」を参

　考に路地空間の整理整頓

●避難扉の設置について袋

　路沿道の住民などで協議

★地域との協力関係の構築 ●地域行事への参加

★地域との協力関係の構築

★…マンション事業者等

学
区
学
区

町
内
会

町
内
会

各
世
帯

各
世
帯



◆災害時は町内住民をまとめ、目

　的の場所へ安全かつ速やかに誘

　導する。

◆梅屋自主防災会総会に出席する。

　そこで 6 名の班長が選出され、

　主に資料配布と連絡に当たる。

◆防災器具（梅屋広場、夷川公園

　の二箇所）の点検と整備

◆町内代表として総合防災訓練に

　参加。参加対象は学区民全員

◆防災まちづくりなど防災に大事

　なイベントに参加

◆年末防災パトロールに参加

◆救 急 救 命 講 習

（AED、心肺蘇生法

等）に参加、修了

証を取得

◆町内の防災グッズ

管理及び引継ぎ

◆非常時持出品など

を整えておく。

活動体制活動体制

チェックシート

2-1. 消火器の設置と更新のしくみづくり2-1. 消火器の設置と更新のしくみづくり

チェックシート・引き継ぎシート参考例チェックシート・引き継ぎシート参考例

□今年度の確認作業は実施できましたか？　　（　　月　　　日）実施

□消火器の位置、数、使用期限、維持管理の状況は確認できましたか？

□問題が生じている消火器はありませんでしたか？

□確認事項を所定の様式に記録できましたか？

確認できなかった点

どのような問題があったか？

□引き継ぎ作業は行われましたか？

□上記のチェック項目は共有できましたか？

□関連資料一式の受け渡しはできましたか？

引き継ぎシート

2-1. 消火器の設置と更新のしくみづくり2-1. 消火器の設置と更新のしくみづくり

・16・ ・17・

＊今後このようなシートを作成し、確認作業を実施していく予定です。

町名　　　　　　　　会長名

町名　　　　　　　　会長名

町内会町内会

自主防災部長の業務自主防災部長の業務

学区学区

・自治連合協議会　　・社会福祉協議会・自治連合協議会　　・社会福祉協議会

・民生児童委員　　　・消防分団・民生児童委員　　　・消防分団

・自主防災会・自主防災会

◆梅屋学区自主防災会は、梅屋自治連合協議

　会直属の組織である。

◆梅屋自主防災会・会長が梅屋自主防災部の

　リーダーを務める。自主防災部事務局は

　リーダー宅に置く。

◆梅屋自主防災会は各町内から推薦された委

　員等で構成される。各委員は防災部長職に

　就き、任期は原則的に 2年とする。その主

　な任務は、地震・台風・集中豪雨等の災害

　に備えて、その対応に取り組む。

自主防災会の体制自主防災会の体制

災害発生時の行動災害発生時の行動

警戒レベル3

・高齢者等避難開始

・避難所開設

・梅屋自治連合協議会役員、各団体長に連絡

・被害状況・安否確認情報の把握

警戒レベル4

・避難指示

・全員避難

-避難所の拠点-
京あんしんこども館

-避難所の総括指揮-
梅屋自治連合協議会会長

梅屋自主防災会会長

・町内会長（市政協力委員）・町内会長（市政協力委員）

・自主防災部長・自主防災部長


	梅屋学区防災まちづくり計画
	梅屋学区防災まちづくり計画2
	梅屋学区防災まちづくり計画3
	梅屋学区防災まちづくり計画4
	梅屋学区防災まちづくり計画5
	梅屋学区防災まちづくり計画6
	梅屋学区防災まちづくり計画7
	梅屋学区防災まちづくり計画8
	梅屋学区防災まちづくり計画9
	梅屋学区防災まちづくり計画10

